
シルバー人材センター理念

《自主・自立・共同・共助》
シルバー人材センターは、

を理念とし、会員自らが運営に参画する組織です。

会員数 332名（男性200名・女性132名）令和２年７月31日現在

写真「稲葉山から望む小矢部市内」
会員　松本彦次（若林地区）

ヨシッ
！

令和２年度　安全就業スローガン
ひと呼吸　心の余裕が　事故を防ぐ
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◯
印
が
新
役
員
で
す

小
矢
部
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

５
月
29
日
︵
金
︶
午
前
10
時
か
ら
小
矢
部
市
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
︵
小
矢

部
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
︶
に
お
い
て
、﹁
令
和
２
年
度
定
時
総
会
﹂

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、
書
面
議
決

を
併
用
し
て
、
出
席
者
を
極
力
制
限
す
る
と
と
も
に
、
内
容
も
一
部
簡
素
化

さ
れ
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
柴
田
敏
秋
理
事
長
か
ら
﹁
地
域
社
会
か
ら
の
期
待
に
応

え
る
た
め
に
も
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
魅
力
を
高
め
、
﹁
就
業
機
会

の
拡
大
と
多
様
化
﹂
の
推
進
、
互
助
会
や
同
好
会
な
ど
の
﹁
就
業
以
外
の
活

動
﹂
の
充
実
、﹁
ポ
イ
ン
ト
制
度
﹂
と
﹁
特

別
会
員
制
度
﹂
の
定
着
、
独
自
事
業
の
開

拓
や
﹁
各
専
門
委
員
会
﹂
の
活
性
化
な
ど

へ
の
取
組
が
重
要
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
理
念
に
基
づ
い
た
活
動
の
強
化

を
図
り
た
い
。
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
な
ど
大
変
な

一
年
と
な
る
が
、﹁
魅
力
あ
る
シ
ル
バ
ー
﹂

に
な
る
よ
う
に
、
会
員
の
皆
様
と
一
緒
に

力
を
合
わ
せ
て
前
進
し
た
い
。
﹂
と
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
表
彰
状
贈
呈
で
は
、
優
良
会

員
及
び
安
全
就
業
ス
ロ
ー
ガ
ン
受
賞
者

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
石
動
西
部
地
区
の
島
津
宜
男

さ
ん
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
令
和
元
年
度

事
業
報
告
、
同
決
算
報
告
、
令
和
２
年
度

役
員
選
任
及
び
特
別
会
員
会
費
に
つ
い

て
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
元
年
度
収

支
補
正
予
算
、
令
和
２
年
度
事
業
計
画
及

び
同
収
支
予
算
が
続
い
て
報
告
さ
れ
、
す

べ
て
の
議
事
が
終
了
し
、閉
会
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
　

定
時
総
会
開
催

小矢部市シルバー人材センター互助会　令和２年度定期総会

互助会の令和２年度定期総会は、新型コロナウイルス感染防止の観点から、議決権行使書による書面総会とし、令和

元年度事業報告、同収支決算報告、令和２年度事業計画及び同収支予算について、原案のとおり可決承認されました。
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地区名 氏　　名

石動西部 島 津 宣 男

石動中部 嶋 田 秀 二

石動東部 中 島 敏 雄

石動南部 元 井 英 治

石動北部 相 浦 寅 松

南 谷 １ 前 田 清 一

南 谷 ２ 横　山　多喜雄

地
区
連
絡
委
員
名
簿

地区名 氏　　名

南 谷 ３ 山 元 一 豊

埴 生 １ 石 田 　 正

埴 生 ２ 南 　 久 男

宮 島 中 山 憲 一

子 撫 居 村 善 次

北 蟹 谷 寺 嶋 幸 敏

東 蟹 谷 福 江 清 信

地区名 氏　　名

薮 波 １ 上 田 政 信

薮 波 ２ 福 江 　 進

水 島 澤 田 政 雄

津 沢 １ 黒 河 義 信

津 沢 ２ 馬 場 　 進

若 林 １ 吉　村　登志子

若 林 ２ 太 田 昌 幸

地区名 氏　　名

松 沢 １ 石　原　富士夫

松 沢 ２ 宮　田　喜久治

荒 川 １ 本 田 昭 記

荒 川 ２ 橘 　 常 夫

正 得 塚 本 博 久
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令和２年度安全就業スローガンを募集した結果、多数の応募をいただきました。安全管理委員会において厳正な
審査を行った結果、下記の作品が選ばれました。下記の作品のうち最優秀賞を小矢部市シルバー人材センターの令和
２年度の安全就業スローガンに決定し、年間を通じて活用します。

ひと呼吸　心の余裕が　事故を防ぐ 谷　　博道最優秀賞

安全は　シルバー就業　基本の基　忘れてなるまい　安全確保と就労意欲 上山登喜夫優 秀 賞

身を守り　仲間も守る　危険予知 松本　彦次佳 作

優
良
会
員
表
彰

︵
富
山
県
シ
ル
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ー
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材
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ー
連
合
会
表
彰
︶

優
良
会
員
表
彰

︵
小
矢
部
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
表
彰
︶

　荒川地区　　本 田 昭 記

　この度は表彰いただきありがとうございます。
　シルバー人材センター会員になり10年余りになりますが、
皆様の期待に応えられるように就業してまいりました。
　今後ますますシルバー人材センターが地域の皆様に愛される
よう頑張っていきます。

受賞者の皆様の敬称は略させていただきます

令和２年度 受賞者の皆様　おめでとうございます

よろこびの声



声
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安 全 管 理 委 員 会 だ よ り

暑い日が続いていますが、皆様いかがお過ごしでしょうか？今年度の安全管理委員会の取り組みと

しまして、６月から屋外作業（剪定、機械刈など）における安全パトロールを強化しています。剪定

作業については、事務局において作業可能な高さの基準の見直しを行い、委員会で注意喚起を行って

います。

「安全はすべてに優先する」これが私たちが仕事をするうえで、最も重要なことだと考えています。

皆様におかれましては、今後もより一層、事故防止に努めていただき安全就業を目指していきましょう。

安全管理委員会　委員長　本田　昭記　

事故発生状況（令和２年４月～７月）

「安全はすべてに優先する」

機械刈作業における飛石事故が

２件とアキレス腱損傷、アキレ

ス腱断裂の２件の傷害事故が発

生しています。作業箇所周辺の

安全確認や危険予知を行い事故

防止につなげましょう。

飛　石
（機械刈作業）

２件

アキレス腱損傷
（屋内作業）

１件

アキレス腱断裂
（屋外作業）

１件

会員の

私
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
に
な
っ
て
１
年
半
に
な
り

ま
す
。
こ
の
間
、
小
矢
部
市
の
関
連
施
設
で
あ
る
﹁
環
境
セ
ン
タ
ー
﹂
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
ゴ
ミ
の
受
付
業
務
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

環
境
セ
ン
タ
ー
で
の
就
業
は
、月
に
７
〜
８
回
で
す
が
、私
自
身
の
﹁
健

康
づ
く
り
﹂
と
﹁
生
き
が
い
づ
く
り
﹂
だ
と
思
い
、
日
々
働
い
て
お
り
ま

す
。
特
に
環
境
セ
ン
タ
ー
で
は
現
金
を
取
扱
い
ま
す
の
で
、
お
客
様
に
お

釣
り
を
瞬
時
に
計
算
し
て
お
渡
し
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
こ
と

が
ボ
ケ
防
止
に
つ
な
が
り
、
一
石
二
鳥
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
環
境
セ
ン
タ
ー
の
存
在
は
、
就
業
す
る
ま
で
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
環
境
問
題
は
世
界
的
に
深
刻
な
問
題
で
、
こ
れ
ま
で
は
日
本
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
を
中
国
に
輸
出
し
て
い
た
の
で
す
が
、
最
近
、
そ
の
中

国
が
輸
入
し
な
く
な
り
、
日
本
の
ゴ
ミ
の
行
き
場
が
な
く
な
っ
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

小
矢
部
市
に
於
い
て
も
厳
し
い
財
政
事
情
の
中
、
ゴ
ミ
処
理
に
か
か

る
経
費
は
年
々
増
え
続
け
て
い
る
と
お
聞
き
し
ま
す
。

今
年
、
中
国
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
今
や
全
世
界

で
猛
威
を
振
る
い
、
日
本
に
お
い
て
も
全
国
的
に
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ

れ
、
不
要
不
急
の
外
出
が
自
粛
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
影
響

か
ら
か
、
各
家
庭
で
ゴ
ミ
を
整
理
す
る
人
が
増
え
、
五
月
の
連
休
以
降
、

環
境
セ
ン
タ
ー
へ
の
ゴ
ミ
の
搬
入
が
増
え
、
環
境
セ
ン

タ
ー
始
ま
っ
て
以
来
の
来
客
数
と
な
り
、
大
変
忙
し
い

日
々
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

人
生
五
十
年
時
代
か
ら
、
最
近
で
は
百
年
時
代
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
、
日
頃
、
健
康
維
持
の
た
め

に
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。
年
齢
を
重
ね
る
と

健
康
が
一
番
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
日
々
健
康
で
就
業

で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
な
が
ら
務
め
る
所
存
で
す
。

小
矢
部
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
来
年
で

法
人
設
立
三
十
周
年
だ
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
記
念

誌
の
発
行
や
記
念
行
事
を
計
画
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
小
矢
部
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
今
後
ま
す

ま
す
の
ご
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
会
員
と
な
っ
て

埴
生
地
区
　

津

田

正

治



互 助 会 だ よ り
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会員親睦旅行のご案内

シルバーウォーキングのご案内

会員のつどい

同好会を作りませんか？

【開 催 日】令和２年10月17日（土）※小雨決行
【集合場所】小矢部市総合会館駐車場（石動幼稚園跡）

【集合時間】午前９時45分（ウオーキング開始は午前10時を予定）

【行　　程】総合会館駐車場〜今石動城（本丸）跡（往復）※愛宕神社経由 約3.5㎞

【参 加 費】実費相当額（昼食等）

【募集人員】20名程度（先着）

【申 込 先】小矢部市シルバー人材センター（事務局）電話67-4804（代）

【開催日】10月７日（水）「シルバーの日」ボランティア活動終了後

 今年度は、弁当をお配りした後に解散となります。

会員互助会では、会員相互の交流の場として各種同好会の結成を呼びかけています。

皆様の趣味や興味を活かして仲間を募ってみてはいかがでしょうか？

発起人になっても良いという方がおられましたら、事務局までご連絡下さい。

【開催日】令和２年10月22日（木）〜23日（金）１泊２日

【参加費】30,000円 (参加人数により、参加費に増減が発生する場合があります。)

※参加申込及び詳細につきましては、後日（９月上旬頃）ご案内させていた
　だきます。

令和２年度の互助会親睦旅行について、以下のとおり行程が決定しました！

皆さんのご参加をお待ちいたしております。

ウオーキングを通して、会員の健康づくりと会員相互の親睦を図るため、本年度もシルバーウオーキン

グを開催いたします。

八ッ場ダム見学と絶品釜めし じっくり群馬・草津温泉を楽しむ旅

前田家ゆかりの城跡と神社を訪ねて

10/22

（木）

 貸切バス   自由散策
小矢部市内＝昼食＝八ッ場ダム 見学ツアー＝草津温泉「湯畑」
 8：30出発

＝旅館（泊）　　　　　【宿泊旅館】「ホテル櫻井」 新客殿
   (日本のホテル・旅館100選 2019総合ランキング6位)

10/23

（金）

 朝食後 工場見学とお買い物 昼食
旅館＝ガトーフェスタハラダ＝峠の釜めし本舗おぎのや＝小矢部市内
 8：30出発   18：00頃

　湯畑イメージ

※ウオーキング終了後、弁当をお配りした後に解散となります。

※先着20名です。ふるってご応募ください。参加の申し込みやお問合せ等は事務局まで。

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止となる場合があります。

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止となる場合があります。

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止となる場合があります。
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令和２年度「シルバーの日」についてのご案内

法人設立30周年
記念事業について

　
皆
さ
ん
元
気
で
す
か
！
　
明
る
く
・
楽
し
く

過
ご
し
て
い
ま
す
か
？
木
々
が
芽
生
え
、
花
々

が
咲
き
始
め
よ
う
と
し
た
矢
先
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
発
生
し
世
界
中
を
パ
ニ
ッ
ク
状
態

に
陥
れ
ま
し
た
。
日
本
で
は
、
政
府
が
全
国
す

べ
て
の
小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
に
臨
時
休
校

要
請
。
そ
し
て
、
緊
急
事
態
宣
言
発
令
に
よ
り

外
出
規
制
等
の
行
動
制
限
に
至
り
ま
し
た
。
社

会
的
・
経
済
的
な
ダ
メ
ー
ジ
が
計
り
知
れ
な
い

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
75
年
前
、
廃
墟
か
ら

立
ち
あ
が
っ
て
き
た
日
本
人
の
精
神
・
勤
勉
・

互
助
が
あ
る
限
り
直
ぐ
に
立
ち
直
る
と
思
い
ま

す
。
私
た
ち
高
齢
者
は
、
特
に
三
つ
の
密
を
避

け
、
こ
ま
め
に
石
鹸
や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
な

ど
で
手
洗
い
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
　
こ
ん
な

時
こ
そ
私
た
ち
ベ
テ
ラ
ン
が
、
経
験
や
知
識
を

活
か
し
、
力
を
合
わ
せ
て
地
域
に
貢
献
し
て
行

き
た
い
も
の
で
す
。

　
さ
て
　
例
年
の
広
報
で
は
、
優
良
会
員
と
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
皆
さ
ん
の
晴
れ
姿
を
載
せ

て
い
ま
し
た
が
、
本
年
は
、
か
な
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま

た
　
ご
多
忙
の
中
、
寄
稿
頂
き
ま
し
た
皆
さ
ん

に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

 

広
報
委
員
会

委
員
長
　
松
本
　
彦
次
　

あ
と
が
き

お 知 ら せ

ほのぼのコーナー 松沢地区　　細川　康子

絵手紙作品の発表会で絵手紙に感動したのをきっかけに、平成30年９月か

ら、月に２回の絵手紙教室に通っているという細川さん。絵手紙を始めて約半

年後の昨年４月、４月１日から７月９日までの100日間、毎日欠かさず絵手紙

の文通に挑戦されたとのこと。その間、“朝４時起床→絵手紙→家事→就業先へ”

の生活だったそうです。ときには、ベテランの文通相手から送られて来る絵手

紙を見て、自信喪失することもあったとか。今では、「忙しかったけど、その

経験が上達につながった。生活にメリハリができて、とても充実した毎日でし

た。」と笑顔で振り返ることができるそうです。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、絵手紙教室が休止となった際

も、先生と絵手紙でやりとりをしていたそうです。

細川さんは、「道具をそろえるのに費用がかかりますが、絵手紙は一人でもできる趣味。現実か

ら離れて集中できる。絵手紙を描くのに、物をよく見て、絵に添える言葉を考えるために物の本質

を見ようとする習慣がついた気がします。殺伐とした昨今、人の手がかかったアナログが見直され

ていると思います。絵手紙は、描くだけでなく、受け取っても心が和みます。」と、自然と笑顔に。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点からこれまでのような人とのつながりが見通せない中、「趣

味を持つのはいいこと。人との関わりが増える。趣味やシルバーで知り合った仲間など、人とのつながりを大切

にしたい。」と、終始笑顔が絶えない細川さんでした。

①交通安全講習会
【開始時刻】午前９時30分

【場　　所】小矢部市総合保健福祉センター ３階大会議室

②ボランティア活動（環境美化）
【開始時刻】午前10時00分（①交通安全講習会終了後）

【活動場所】小矢部市総合保健福祉センター敷地内

 クロスランドおやべ（パターゴルフ場内）

③会員のつどい（互助会主催）
【開始時刻】午前11時30分（②ボランティア活動終了後）

　※詳細は５頁「互助会だより」をご確認ください。

今年度は10月７日（水）に、以下の行事を開催いたします。会員の皆

様のご参加をお待ちしております。なお、当日はボランティア活動があ

りますので、作業しやすい服装でご参加ください。
小矢部市シルバー人材センター
は、令和３年度に法人設立30周
年を迎えます。センターでは、設
立30周年記念事業実行委員会を
組織し、令和３年10月に記念式
典の開催を予定しております。
また、記念式典開催にあわせて
会員作品展を計画しておりますの
で会員の皆様には、記念式典への
ご出席と会員作品展への出品にご
協力をお願いいたします。

「シルバーおやべ」では、皆様からの「会員の声」や「ほのぼのコーナー」への投稿をお待ちしています。

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止となる場合があります。


